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　今年の 4月から、スウェーデ
ン交流センターで交流事業担当職
員として勤務しているリサ・ベン
ダルさんにお話を伺いました。

　子どもの時に読んだ漫画の
「ONE　PIECE」と、テレビア
ニメの「セーラームーン」を観た
ことをきっかけに、日本のことを
知りました。
　高校生のときに、友人と日本の
アニメや漫画を楽しむうちに、平
安時代など日本の歴史にも興味を
持って調べるようになりました。
歴史を知る中で、着物のような日
本の文化についても、もっと知り
たいと思い、大学で日本語を学び
ました。その後東京学芸大学に1
年間留学したことが日本での最初
の生活でしたが、初めて食べたお
好み焼きがとても美味しかったこ
とを覚えています。
　留学を終えてスウェーデンに
戻った後も日本語と異文化交流に
ついて引き続き学びました。大学
卒業後は、2年間スウェーデンで
会社員として働いた後に、日本に
ついて学んだことを活かして働き
たいと思い、交流センターでの仕
事に応募しました。

　交流センターでは、夏至祭やザ
リガニパーティー、展示会などの
イベントを通して、スウェーデン
の文化や魅力を伝える仕事をして
います。次回の展示会では、私の
故郷である、スウェーデンのトロ
ルへッタン市にまつわる歴史や観
光地などを紹介する予定なので、
その準備もしています。
　また、月に 1回、お茶やコー
ヒーを飲みながら皆でスウェー
デンや日本についてのお話をす
る「フィーカ」というイベントの
企画もしています。スウェーデン
では、仕事などの合間に皆で集
まってお菓子を食べたりコーヒー
を飲んだりしてリラックスできる
「フィーカ」は日常的に取り入れ
られています。とても素敵な文化
なので、皆さんと一緒に楽しめる
ようにお菓子の用意もしています。

　日本とスウェーデンの文化には
違いもありますが、実は似ている
ところもいくつかあると感じてい
ます。例えば、日本では「山の
日」や「海の日」といった自然に
感謝をする祝日がありますが、ス
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ウェーデンでも自然を愛して尊敬
し、法律で保護して皆で景観を
守っている地域がたくさんあります。
　仕事や日常生活で、決められた
時間を守って行動するところも似
ていると思います。日本では電車
やバスが時間通りに動いたり、締
め切りなどのスケジュールをしっ
かりと守る人が多いです。これは
スウェーデンでも同じだったの
で、日本で働いていても時間の感
覚が似ていて安心できました。

　今後の活動として、ダーラヘス
ト作りや刺繍作りの体験会をやっ
てみたいと考えています。実際に
手を動かして伝統的なハンドクラ
フトを体験することで、もっとス
ウェーデンの文化に触れてもらえ
る機会を増やしていきたいです。
　日本の歴史や文化が好きなの
で、皆さんとのお話を通して色々
なことを知っていきたいと思って
います。もちろん、スウェーデン
の美味しい料理や素敵な音楽もた
くさんありますので、お伝えして
いきたいです。「フィーカ」や他
のイベントでも、お会いしました
ら、ぜひ一緒にお互いの文化の良
さをお話ししましょう。
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